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　みなさんこんにちは。
　来週からいよいよマスク着用は個人の判断
に委ねられ長かったマスク生活が普通に戻り
ますが、ちょっと不安と戻りたい気持ちと両

方ございます。
　3月8日から国際女性デーが始まりました。女性の権
利を守り、地位向上を進めるために1977年国連総会に
提出され定められました。Ri会長も今年度は女性です
し当2500地区ガバナーも女性で女性の活躍が著しいと
思いますが、ジェンダーギャップ指数では日本は世界
146カ国中116位で、特に政治経済の領域では女性の地
位の低さが際立っています。男女雇用機会均等法施行
から40年近く経った現在でも、出産育児の負担は女性
により多く重ね、キャリア形成や所得を得ることを困
難にしています。都道府県別では、北海道は30指数の
うち17指数で30以下に止まっています。人口の半分は
女性で、女性の能力が発揮できないと地域の発展はな
いのではないでしょうか。ちなみに我が家においては
政治経済において、完全に女性が主導権を握っており
ます。
　また、いよいよ来週18日土曜日はIMが実施されま
す。たくさんの皆さんの参加をされることを希望して
おります。以上です。
■会務報告　　 　　　 　　　　　　及川　　悟　幹事
ＲＩ第２５００地区第６分区【ＩＭ】開催のご案内
　日時　３月１８日（土）
　　　　１１：００～　例会（例会後、昼食と準備）
　　　　１２：３０～１３：００　登録受付
　　　　１３：００～１３：３０　開会式
　　　　１３：３０～１５：００　特別講演
　　　　　【ベネズエラと日本の繋がり
　　　　　　　　　　　　-今知っておくべきこと-】
　　　　　　ベネズエラ　ボリバル共和国　

　　　　　　特命全権大使　石川　成幸　様
　　　　１５：１５～１６：５０　講演
　　　　　【ロータリー財団とロータリー活動に

インパクトを】
　細川　吉博パストガバナー

　　　　１６：５０～１７：０５　閉会式
　　　　１７：２５～１８：５５　懇親会

　

　場所　ホテル日航ノースランド帯広
　※帯広北ＲＣは３月１７日（金）の繰下げ例会と致します
帯広北ＲＣ、３月３１日（金）の例会は、休会と致します
■委員会報告
次年度幹事　南出会員よりお知らせ
　２０２３．２０２４年度、各委員長の発表及び４月
１６日紋別市で行う地区協議会への参加のお願い。
■ニコニコボックスの発表　　  　 福田　和彦　副会長
妻の誕生日に記念品を頂き有難うございました。
・柴田　隆視　会員
午前中、雨でした。
・萩原敬一郎　会員
明日、東日本大震災１２年目です。
・阿部　直之　会員　・
結婚記念日にお祝いを頂き有難うございました。
・関口　　亘　会員
■プログラム  　　　　　一宮　綾子　社会奉仕委員長

【地域貢献の奉仕について】　　　
社会福祉法人厚生協会　　斎藤　久恵　様
　皆様初めまして。先ほどあのご紹介いただ
きました。社会福祉法人厚生協会の斎藤久恵
と申します。

　このような大きな会でお呼びいただき、本当にあり
がとうございます。私は先ほど紹介にありましたよう
に、福祉の世界で活動しております。皆様にお役に立
つことがお話できるかなと思いますが、一生懸命やり
ますので、皆様よろしくお願いいたします。社会福祉
法人における地域貢献活動ということで、私の法人が
やっております地域共生型サロンと言うことをご説明
致します。本日お話しする内容ですけれども、新規貢
献活動というところで、私の活動から始めたいと思い
ます。なぜそのような活動、貢献活動が始まったか？
私の活動が元になっております。そこで活動がどのよ
うなことをやってきたか、それがどのように地域貢献
と調整型サロンの解決に結びついたか、それを踏まえ
てこれからの社会奉仕ということをまとめてみたいと
思います。私は福祉の専門職として長く働いておりま
した。一番初めは新得町社会福祉協議会というところ
で、福祉の仕事ここで学びました。皆さんの帯広市も
うそうですし、各十勝管内、北海道、日本全国社会福
祉協議会というところがあります。ここでボランティ
アの推進、それから子どもの福祉教育また赤い羽募
金、地域福祉、生活困窮者のための支援活動いろいろ
なことを社会福祉協議会で学びました。ここで地域の
人たちとかかわり、それから福祉についての熱い思い
を語る仲間たちと出会い、ずいぶん私はここで福祉と
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■点　鐘
■国歌斉唱
■ロータリーソング（四つのテスト）
■ゲスト紹介
　社会福祉法人厚生協会　　斎藤　久恵　様
■副会長挨拶

福田　和彦　副会長

福田　和彦　副会長
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言うことを学んできたと思います。そのご縁がありま
して。社会福祉法人厚生協会というところに勤めるこ
とになりました。ここでは介護支援専門員、社会福祉
士、精神保健福祉士、そういう資格を取りましたので
そこで高齢者や障害者、それからご家族の相談支援を
行ないました。介護支援専門員ケアマネージャー皆さ
んご存知でしょうか？介護が必要になった方たちのた
めの介護サービス支援相談を行うということです。私
も長い間、ケアマネージャーをやっておりましたの
で、いろんな方のご相談にのっております。例えば、
突然脳梗塞になっており、若い方も年配の方も関係な
く脳梗塞で倒れてしまって明日からどうしようという
方も沢山いらっしゃいました。リハビリをして退院す
るけれども、自宅で介護ができない自宅で介護したい
ご家族悩んでおります。そういう方のために介護のサ
ービスを説明して勉強したりしております。例えば交
通事故、突然の交通事故で意識既存脊髄損傷で突然歩
けなくなった方もいらっしゃいました。まだ若くて16
歳の女性の方もいらっしゃいました。16歳の女性です
から、これから色々な夢もいろんなことをやりたいと
いうそのときに、もう全く歩けなくなってしまった。
しゃべることだけはできますっていうような方、その
方たちを私のその法人の養護施設というところがあり
まして、その障害の施設の頃に、お世話させて頂い
た、それからパーキンソン病は大変つらい病気です。
こういう病気の方の最後まで、いろんなお世話をした
りそれから心の支えになっていくというところで、ケ
アマネージャーとして長く働いておりました。
　あのケアマネージャーをやっていく中で、私のその
気持ちというか、福祉についてずいぶん考えさせられ
たのが治る病気もあれば、治らない病気もある。治る
病気で頑張れよという励ましの中で頑張ってやってい
く人達もいます。しかし、治らないと思われる病気も
あります。その時には頑張れよと言えないので、ただ
ただそばにいて心の支えになってあげる、そばにいて
手を握ってあげるそれしかできないようなサービスも
使えないような、そういう方もいらっしゃいました。
　そういうような相談支援をこの厚生協会でいろいろ
やっておりました。先程もありましたけれども、介護
支援専門員の他に、社会福祉士、それから精神保健福
祉士、それからまあ、いろんなグループホームの調査
員など、色々と資格を取りまして、その時に社会福祉
士としての成年後見人となりました。皆さん、成年後
見人ご存知でしょうか？成年後見人というのは判断能
力の落ちた方、まあ、独り暮らしでどなたも見てくれ
ない方、それからご家族がいてもご家族との関係が悪
く、一切ご家族の援助は得られないそういう方たちが
家庭裁判所からそういう成年後見人になってくれとい
う受任されまして何名かの成年後見人となって今活動
しております。そのお年寄りが多いんですが、障害者
の方もいらっしゃいます。長年、脳性麻痺で全く動け
ない方、家族との縁が薄い方、そういう方のための金
銭管理、それから先日は不動産、古い家だったんです
が、その家を売るような方で不動産売買契約まああと
は相談に乗ったり、入退院の世話をしたりということ
ですね。なかなかあのわたくし福祉専門なので、こう
いうことが苦手なんですよね？あの裁判所から受任さ
れてますけれど、もやりながら学んでいくっていうと
ころが多いですね。金銭管理もまあ社会福祉士など
で、その何億というお金は使いません。まあ、せいぜ

い1000万ぐらいの程度で管理するんですけれども、ま
あ少ない方が生活保護の方もいらっしゃいますし、そ
ういう方たちのまあ、あのこれからの生活を助けると
いうことで後見人を行っております。地域密着型の外
部評価ということで、高齢者のグループホームなんで
すがご存じでしょうか？これは道からグループホーム
の方があの虐待はないんですけども、不適切な行為が
ないように調査をしてくれということで、どのような
サービスをしているかということで調査を受託してお
ります。ナルク北海道というところがありましてナル
クご存知か鎌田さんっていう自転車屋さんの方が中心
で、十勝ではやっていたんですが、この全国規模でナ
ルクあります。あと民生児童委員は馴染みのある言葉
かなと思われます。昔からのまあ、貧困世代とか困っ
ている家庭を皆さんで助けるという事で、身近な住民
の相談相手、身近な住民の相談相手なのでご近所です
ね。わたくしの隣の家のおじいちゃんおばあちゃん、
ちょっと隣の町内会のおじいちゃん、おばあちゃん、
そういう方たちの相談相手になって、身近な方の生活
を助けるということしたります。まあ、資格があるお
かげで、こういうような仕事が出来てるのかなと民生
委員は町民の方、みなさんでそのまあそういう方たち
もしておりますけれども、福祉の知識があるというこ
とで、民生委員の仕事もしております。他に福祉の資
格以外でもわたくし楽しいことが大好きなんですよ
ね。楽しいことが大好きなので、リクリエーションイ
ンストラクターとか介護予防指導士とかそれから手話
とかそういう資格を持っておりまして、皆さん楽しく
やりましょう。楽しいのが何より元気？いっぱいそう
いう気持ちでレクリエーションインストラクター、こ
れは十勝帯広レクレーション協会もあるんですが、あ
の街に行ってレクレーションやって楽しんでもらう。
それから今だとあの介護予防皆さん。だんだん年齢が
こうされると同時に弱ってくる。それを予防しましょ
うということで介護予防指導し、このような資格を持
って各町村に呼ばれたら行っております。まあ今話し
た通り楽しさ元気が一番ということで、今現在、一般
社団法人とかちシニアサポート協会というのを立ち上
げまして、一応あの副代表理事ということで、あのや
っておりますが、ここの協会はシニアライフカウンセ
ラーというシニアの生活を一つの介護だけではなくて
介護だったり、まあ家だったり、それからあの生活全
体についてのあの勉強いたしましょうということでシ
ニアライフカウンセラーの仲間たちが集まって十勝で
サポートして行きましょうということで作った協会で
す。まだまだ始めたばっかりなので、会員も少なく
て、それでまあコロナのせいもあって、なかなかこれ
進まないんですけども、あの少しずつ少しずつやって
おります。まあ、あの会員の中にはいろいろなことを
やってる方資格持ってる方建築関係の方、いろんな方
がいらっしゃいます。その方たちがひとつひとつ要望
に応えるように活動をしております。この間ですね芽
室町に行きまして体育大会でレクリエーションやって
きました。あの仲間がやっておりまして、こういう体
育大会とかそれから幕別で終活の方講義をやっており
ますね。そういうようないろんな会員の協会会員の知
識だとか、技術を持ってと十勝管内で活躍しておりま
す。今度は相続不動産の処分ということで、私たちも
自分で勉強しましょうということで、勉強の予定でお
ります。とかちシニアサポート協会が少しでも皆さん



■次週のプログラム予定

■閉会宣言
■点鐘

■出席報告／窪田　篤弘　出席委員長

福田　和彦　副会長
〈木曜日〉足寄RC：足寄銀河ホール21
　　　　 清水RC：清水町中央公民館
　　　　 帯広西RC：北海道ホテル

　「RI第2500地区第6分区　IM」 会員数 計算に用いる
会　員　数

ホームクラブ
出 席 数 メークアップ 欠　席 出席率
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37 56.92%65

〈月曜日〉広尾RC：日高信金広尾支店
　　　　 帯広南RC：北海道ホテル
〈火曜日〉芽室RC：めむろーどセミナー
　　　　 帯広東RC：ホテル日航ノースランド

〈水曜日〉帯広RC：ホテル日航ノースランド
　　　　 上士幌RC：川村福祉会館
　　　　 音更RC：ハピオ木野

の所まで届くように、少しでもあの動きが出ればいい
なというふうに思っております。コロナがまだ収まら
ないので、なかなか活動ができないっていうのはどこ
の皆さんでも同じかなと思いますが一歩一歩進めてい
きたいなというふうに思っております。私も元気で楽
しくというのがもっとなんですが実は次につなげると
いうことでこんな私ですが、あの小中学生向けの習字
教室をやっておりまして、あのまあ、字が上手になる
っていうこともたちの希望に添えるようにはしていま
す。私の使命？なんか広く大衆とともにあることなの
かなっていうふうに、ちょっと思いました。大衆とは
子供の教育、子どもを育てていく子供を慈しむそうい
う女性の福祉とも重なりますが、そういう子供・女
性、それから高齢者ケアマネージャーとして高齢者の
養護、それから障害者先ほど言った脳梗塞だったり、
元々の脳性麻痺だったり、いろんな方・障害者の支
援、それから困窮世帯への奉仕、生活が大変、子供食
堂などもありますが、ひとり親の生活が大変というよ
うな身近なそういう奉仕そういうことがもしかすると
私の使命なのかなっていうふうに思っております。ま
あ、そういう思いを色々抱えながら地域貢献と地域共
生型サロンの開設というふうに書いてありますが10年
ぐらい前から高齢者サロンっていうのがどんどんでき
ています。高齢者が家の中で閉じこもり気味だよ。何
とか外に出して元気にしたい、うちのおばあちゃん家
で黙ってるけど、少しみんなと話ししてほしいそうい
うので高齢者サロンがどんどんできてきたんですね。
これとても効果がありまして、帯広市でもほかの町で
もこの高齢者サロンっていうのをすごく増えてきたと
思います。地域のところに一つずつこうあるような、
小さな集まりがあって高齢者が集まってゲームをやっ
たり、楽しく過ごすというようなサロンができて、10
年ぐらい前からすごく増えてきました。その時に私の
考えとしては、まあ、今までのその活動を振り返って
みたときに、でも地域って若い人もいるし、働いてる
方も居るし、それから子供もいるし、いろんな方がい
るから地域高齢者だけのサロンって？こう限定される
のはどうかなっていうふうに思ったんですよね？おか
しいなあなんかちょっと違うかなと思ったりしまし
た。そして私はその時に厚生協会にいまましたから厚
生協会に起案書を出しました。
　それで厚生協会というのは昭和28年12月、今年で70
周年を迎える社会福祉法人です。全国で初めて聴覚障
害者の入所施設や職業訓練所っていうのが原点で始め
たものです。で現在は高齢者とか障害者サービスなど
22施設の事業所を運営しています。初めは聴覚障害者
の施設で、六人とか七人の方たちを集めて、なんとか
この子たち社会に出たら何とかしてあげたいと言うこ
とで木工製品を作るような施設作りました。これも地
域の方にずいぶんお世話になったそうです。それで平
成30年厚生協会として、子供から高齢者、障害者、老
若難路、幅広い層が住民活動できる、交流できるサロ

ンをということで、地域貢献活動として開設致しまし
た。小さな建物なんですけど、私にとっては、大きな
建物ですね。これ多目的ハウスと言いまして、地域共
生型ハウスっていうんですが、デイサービスもやりま
す。そして週２回共生型サロンということを始めるこ
とになりました。厚生協会が持つ建物、新しく買って
もらいました。それから専門性のある人材。まあ、わ
たくしもそうですし、抗生教会の中のいろんな資格を
持ってる人間人材を活用しましょうということで、週
に２回１３時半から１６時まで無料で開設しました。
地域貢献とはということで改めて思いますと地域の元
気づくりかなっていうふうに思っております。人と人
との結びつき、つながり、そして特別なことではなく
て、日常のふれあい日常のふれあいかなというふうに
思います。これからも地域で支え合う居場所づくり、
人づくりを続けていきたいなというふうに思っており
ます。でこれができるのは、私は常々感謝してるのは
あのうちの夫ですね。一人しかありませんが、うちの
夫が協力的にバックアップしてくれたり、それからも
ちろん社会福祉法人、厚生協会の仲間たち、理事長を
含め、皆さんが応援してくれてる。こういう場にも来
て頑張れよとゆってくれる。そういう仲間がいてくれ
る。そういうところで私はこれを続けていけるのかな
というふうに思っております。
　これからの社会奉仕とはまあ、そういうふうに考え
ますとね。あの皆様もきっと奉仕ということで、いろ
いろとを考えあるとおもいますが、わたくしは考える
のは奉仕るということで、その先にある未来を創る意
識そういう意識が大切かなというふうに思っておりま
す。皆様奉仕したことがそれが未来をつくっていると
いう意識ですね。未来を創るロータリークラブ。あの
わたくしも色々とお話聞いてますと。社会方針で経済
的支援の必要な方たちがたくさんいます。それから地
域、日本、世界の人々すごくロータリークラブってす
ごく大きいですよね。私は今お話したのは、小さな町
も、小さな活動です。ですけれども、皆様は経済的支
援、社会奉仕、地域や日本、世界の人々の生活を支え
てます。命を支えてます。明日も食べるものがない人
達に命を支えに命を支えてます。そして人を育てて、
その人たちが人生に希望を与えていく未来を作ってい
くという事を皆さまは行っているというふうに伺って
おります。皆様がこのとかち帯広、十勝で活動されて
いることが世界全国の皆様に未来を作って希望を作っ
て、それが回り回って、もしかするとその方たちがこ
の十勝に戻ってくるかもしれない。それからそういう
姿を見ている方たちが、またここに力をまた。出して
くるかもしれない。そういう思いがいたします。これ
からもロータリークラブの皆様のご健康が何よりご健
康です。ご健康とご活躍をご祈念申し上げ、これでわ
たしのお話を終わらせていただきます。ご清聴ありが
とうございました。


